























して指導目標が立てられた。KASA　Frameworkとは Knowledge （知識），Attitude （態度），















2.1 使用教材とその目的 : 通常のリフレクションの記録
学生はリフレクションフォーマット（資料1）を使用し，学期を通してリフレクションを
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自律的学習者を育てる授業アイディア①リフレクションを取り入れた TOEIC授業の実践報告
資料5 学生のコメント（一部）
学生1（非常にそう思う）
めんどくさがりやで，その日にやったことは1週間たてば自分の欠点など忘れて，同じま
ちがいをくり返してばかりだったが，リフレクションを行なうことで，自分の欠点を常に意
識する事ができ，同じミスをへらし，また，今まで気づかなかった苦手な部分，それを改善
する方法にも気づくことができたから。
学生2（結構そう思う）
毎回講義後に書くことで，講義で学んだことや気づいた課題が明らかになり頭が整理でき
た。さらに，全ての講義が終わり見返すと，自分の成長や，本当に必要な課題が明確に分か
る。なので，勉強方確立には大いに役立つと思った。
学生3（非常にそう思う）
読み返すと自分の弱点がすぐに分かるため，苦手な分野を特に勉強しようという意識に
なった。何度か同じようなことを書いているのを見るとあまり苦手なところも克服できてい
ないと思い，勉強不足を実感する事ができた。
学生4（そう思う）
自分の苦手分野がわかったから。勉強方法が変わった。
学生5（結構そう思う）
最初は授業で学ぶポイントはもう知ってることだと思っていたけれど実際に問題を解く内
にそうした基礎的な解き方が最も有効的な方法であることが実感できた。それを忘れず，今
後より効率よく解くためにどうするべきか反省し成長していくためにリフレクションはとて
も役に立ったと思った。
資料5　「リフレクションを今後も実践したいと思いますか？」学生回答
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学生6（非常にそう思う）
講義中にきいたことをきいたままにしておくだけでは身につかなかったと思います。ふり
返り，学んだことや，分析したことを書くことで，より意識づけができ，身についたと思い
ます。自分の今後の課題もみつけることができましたし，次の目標も自分の中ででき，学習
意欲につながりました。あと，リフレクションを読み返すことで，ポイントを忘れないので
良かったです。
学生7（非常にそう思う）
リフレクションをすることにより，文字として残るので自分の中での TOEICに対する意
識が強くなったと思います。リフレクションがなかったら課題も見えてこなかったかもしれ
ないし，解決のために何をしていけば良いのかといったことも知れなかったのではないかと
感じています。私は，リスニングが苦手だと気付いたので英語を普段から聞くように心がけ
ました。自分の弱点を把握し，解決方法を考えて実践できたことは成長できたことだと思い
ます。
